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第１章　共通事項
第１条　適用
１　本業務の履行にあたっては、本特記仕様書によるものとする。
２　本業務のうち設計業務に係る部分に関しては、「測量、調査作業及び業務委託等必携（令和８
年４月版）大阪府都市整備部」によるものとする。
なお、「測量、調査作業及び業務委託等必携」は大阪府都市整備部のホームページ（以下のＵＲＬ参照）に掲載している。
　http://www.pref.osaka.lg.jp/jigyokanri/giken/index.html
３　設置撤去工事については、受注者が作成した委託完成図書（以下「設計図書」という。）に記載なき場合は、大阪府都市整備部機械・電気設備請負工事必携（以下「請負必携」という。）に基づき入念に施工しなければならない。また、建築付帯設備工事の場合には、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編・電気設備工事編、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築設備工事標準図　機械設備工事編・電気設備工事編（いずれも最新版）等に基づき、施工すること。注）第１編共通事項の記載について、発注に際し文言の修正・削除を行う場合は取り消し線による修正・削除ではなく、文章自体を修正・削除すること。

　　  なお、「請負必携」は大阪府都市整備部のホームページ（上記のＵＲＬ参照）に掲載している。
４　　本特記仕様書と請負必携の双方に記載のある場合は、本特記仕様書の内容が優先されるものとする。

第２条　業務の目的
本業務は、「御堂筋イルミネーション2026業務」事業者選定委員会で決定した提案内容に基づいて、御堂筋イルミネーション2026を実施するためのデザイン等の提案（以下、「提案内容」という）、提案内容に基づく基本設計、実証実験及び詳細設計、点灯期間中の品質管理（保安警備を除く）、ＬＥＤストリングスの購入、詳細設計に基づく設置撤去工事を行うものである。なお、イルミネーション設置撤去工事は、詳細設計が終了した時点で、請負契約を締結する。

１　御堂筋イルミネーション2026の留意事項
（１）御堂筋イルミネーションは、阪神前交差点から難波西口交差点までの約４．０ｋｍで実施するものとする。
　　　　（参考）２０２５年度　樹木イルミネーション　約６３０本
　　　　　　　　エリアごとの樹木数は、巻末添付資料「御堂筋樹木管理図」を参照のこと　　　　　　　　　　　　　 
（２）特に中央エリア（淀屋橋から新橋まで）については、来街者に楽しんでいただけるような圧倒的な光空間創出に向け、実現可能性を踏まえたインパクトある演出とすること。
（３）色の変化等を伴う演出の場合、車両等の運転手の視線を誘導しないものであること。
（４）淀屋橋交差点から北浜３交差点までのエリア、新橋北交差点から新橋交差点までの一部
のエリア及び千日前通の前後一区画は、交通安全の観点から緑地帯も含めて樹木にイルミネーションを取付けることはできない。
（５）本業務受注者は提案内容を実現するため、大阪・ 光の饗宴実行委員会（以下「実行委員会」
という。）が保有する資器材を使用することができるものとする。また、新たにLEDストリングス（２，９００万円相当）を購入し、使用することとする。その他に、契約金額の範囲内で材料を調達することもできるが、購入した資器材は、実行委員会の所有物となる。
なお、新規で購入するLEDストリングスは、下記の条件を満たすこと。
[bookmark: _Hlk227598775]（条　件）電源：ＡＣ１００Ｖ直結型、消費電力：０．０８Ｗ以下（１球あたり）
　　　　　防水性能（ＩＰ６６相当）、対候性能を備えた長期屋外使用が可能なもの
　　　　　球数：２０～１００球／本（10m）
（７）点灯期間は令和８年11月３日（火曜日・祝日）から令和８年12月31日（木曜日）を予定しており、点灯初日には開宴式の実施を予定している。なお、開宴式の実施事業者は実行委員会が別途、契約を締結する。
（８）実行委員会が別途、契約を締結する保安警備事業者から不点灯等の連絡を受けた際は、速やかに補修等を行うこと。また、保安警備事業者との連携を密にするため、実行委員会が出席を求めた場合は、自主警備事業者との調整会議に出席すること。

２　御堂筋イルミネーションの設計・施工に関する留意事項
（１）道路交通や周辺施設等に対して、次の対策を考慮すること。また、交通管理者や道路管理者等の関係機関との協議・申請の資料を作成し、実行委員会の承認を得たうえで、関係機関に対し提出すること。
・信号機や道路標識の視認性を妨げないこと。
・設置・撤去の施工時間は、管轄する警察署毎に異なるため、協議調整すること。
・安全管理上、東側と西側を同時に施工することは出来ない。
　　　　・その他、関係機関との調整による。
（２）色彩や光度等を変化させる演出については、通行する車両の運転手への影響がでないか、交通管理者や道路管理者と協議のうえ、実施の可否を決定すること。なお、協議の結果、デザインや施工方法の変更、または実施出来ない場合がある。
（３）昼間景観にも配慮した設計とすること。
（４）樹木にイルミネーションを取付ける際は、枝の切断等のイチョウ（枝・幹）に損傷を与えな
いように施工すること。また、樹木へ直接、番線、針金等での括りつけはできないため、バインド線やしゅろ縄、緑化テープ等を使用すること。
（５）イルミネーション取付け後の加重計算、電力計算等を実施し、安全を確保できる設計とする
こと。
（６）設置するLEDストリングスは、絶縁抵抗測定検査を実施したうえで使用すること。　なお、検査方法については実行委員会と協議すること。
（７）関係機関との協議を踏まえた工程で施工すること。

第２章　基本設計、実証実験及び詳細設計
第１条　業務内容
設計範囲は以下の通りとする。なお、業務実施にあたっては、大阪市、大阪府警本部及び所轄警察署、沿道施設の関係者等との協議を実施すること。協議資料や申請資料等の作成は受注者が行い、実行委員会の承認を得て、提出すること。
北エリア　：　阪神前～大江橋北詰　Ｌ＝約１．０km
中央エリア：　淀屋橋～新橋　　　　Ｌ＝約１．９km
　　　　　南エリア　：　新橋～難波西口　　　Ｌ＝約１．１km

１　基本設計
（１）イルミネーション設置撤去計画概要書の作成
提案内容に基づいたイルミネーション設置撤去計画概要書を作成すること。
なお、作成にあたっては、本業務に必要な現況調査や関係機関との協議を踏まえて、イルミネー
ション配置計画、取り付け方法、工事工程、使用資器材などを実行委員会と協議を行った上で
取りまとめること。
　（２）イメージパースの作成
広報用のポスターやパンフレット等に画像として使用する解像度350dpi程度のフォトモンタージュ・パースを作成すること。また、提出時期や枚数は、実行委員会と協議の上、決定する。

２　実証実験
（１）実証実験計画書の作成
・実証実験計画書を作成し、実行委員会の了承を得ること。
・実証実験計画書以外で必要となる資料の作成は、受注者が責任を持って行うこと。
・実証実験にて指摘事項や意見があった場合は、実行委員会との協議を踏まえて、演出内容等を見直すこと。また必要に応じて、実証実験を追加で行うこと。
（２）実証実験結果報告書の作成
実証実験の内容と結果を取りまとめた報告書を作成して実行委員会に提出し、承認を得ること。
（３）その他
本特記仕様書に示されていない事項についても、演出を行うために必要と認められるものは、実行委員会の指示に従って受注者が実施すること。

３　詳細設計
（１）詳細設計図書の作成
基本設計と実証実験を踏まえ、詳細設計を実施するものとする。
１）御堂筋イルミネーションデザイン図
・関係機関との協議内容を踏まえた実現可能性の高いデザイン図を作成すること。
２）概要平面図（電球、機器等配置計画）
・各ブロックに設置するLEDイルミネーションの種類と樹木1本あたりに取り付ける球
数が記載された概要平面図を作成すること。
３）詳細図面
・平面図、断面図、詳細図、配管・配線計画図等の工事図面を作成すること。
・樹木１本あたりのLEDの取付け長さや位置、設置方法などを取りまとめた説明図を作成すること。
・配電盤からの配線（地中管、架空配線）が記載された図面を作成すること。
４）数量計算書
・LEDストリングス、電線、電線管、その他使用する材料を取りまとめた数量表を作成すること。
・新たに購入するLEDストリングス等を保有資器材一覧表に追加すること。
５）施工計画（仮設、安全対策含む）
・イルミネーション設置、撤去時の施工計画を作成し、実行委員会の承諾を得ること。
・イルミネーション取付けに伴い、加重計算書等の安全性を照査した資料を作成すること。
６）維持管理計画書
点灯期間中、不点灯や垂れ下がり等の補修を速やかに行い、品質を確保するための維持管理計画書を作成すること。なお、不具合等は、実行委員会が別途契約する保安警備からの報告を受け、実行委員会から連絡する。

（２）詳細設計条件
　１）架空配線時のイルミネーション等の取付位置
原則、地表上の高さを、歩道4.5ｍ以上、それ以外5ｍ以上を確保すること。
２）現場条件　
・実行委員会が保有する資器材を有効活用すること。
・LEDストリングスの設置の際、樹木の枝が道路上に垂れ下がらないようにすること。（樹木へ過度の負担がかかる工作物の取付けは行わないこと）
・設置及び撤去時に、歩行者等の通行の妨げにならないよう、安全確保の対策を取り、十分配慮すること。
・電線等を歩道上に設置する場合は、架空や既設構造物に添架する方法とすること。やむを得ず地面に配線する場合は、道路管理者等の了承を得たうえで、歩行者の通行に支障の無いように養生を行うこと。
・各関連法令のほか、実行委員会より指示があった場合は、これを遵守すること。また、業務の進行状況により業務内容の修正・変更等が必要な場合は、実行委員会と協議を行うこと。
・業務上知り得た情報、内容についての守秘義務を遵守すること。

４　関係機関協議
本業務に関連する主な機関は以下の通りである。それぞれの各種許認可が必要となるため、協議資料や申請資料等を作成し、実行委員会の承認を得たうえで、関係機関に提出すること。また、この協議、調整の工程管理、進捗管理は、受注者が責任を持って実施するものとして、それに係る経費は受注者が負担するものとする。
（１）大阪市建設局総務部管理課
・道路区域内（歩道含む）のイルミネーション等の設置に係る協議と道路占用申請
　　（２）大阪市建設局扇町・大阪城公園事務所
・樹木イルミネーションの施工時期に関する協議
（３）大阪市建設局企画部企画課（道路空間再編担当）
・側道西側の歩行者空間化工事（新橋交差点～道頓堀北詰交差点）との施工協議
（４）大阪府警本部、曽根崎・天満・東・南警察署（交通管理者）
[bookmark: j14_k1_g5]大阪府道路交通規則第14条の交通の妨害となるような方法でみだりに物件を道路に突き出すこと、及び車両等の運転者の眼を幻惑するような光をみだりに道路に投射することは禁止行為とされているため、以下の協議を実施すること。
・電球の設置位置、色及び光量等による通行車両等への影響に関する協議
・実証実験に関する協議
・設置撤去工事で必要な交通規制、道路使用許可申請に関する協議
（５）関西電力株式会社
関西電力への電気使用申し込みは受注者が行うこと。また、イルミネーション等の点灯に
　　　　　伴い発生する電気料金は、受注者が負担すること。
[bookmark: _Hlk226463193]（６）近接工事等の調整
施工場所や時期が重なる近接工事がある場合は、工事関係者と事前に調整を実施したうえ
　　　　　で施工すること。近接工事については、大阪市建設局や各所轄の警察署等に問い合わせて、
　　　　　確認すること。
（７）連携先となる御堂筋沿道の多様な主体との調整
御堂筋沿道企業等と連携した企画を実施する場合は、その内容について、事前に実行委員会の了承を得たうえで、誠意をもって丁寧な協議・調整を行うこと。また、その調整状況を実行委員会に逐次報告すること。
（８）近隣沿道企業等への対応・調整
設置、撤去時や点灯期間中に近隣沿道企業等への影響が生じる場合には、事前に工事内容や実施時期等を十分に説明するとともに、苦情や要望があった場合には迅速かつ誠意をもって対応すること。

[bookmark: _Hlk42879654]　５　カウントダウン点灯への協力
実行委員会が指定する開宴式にて、カウントダウン点灯を行うこと。

第２条　配置技術者関係
　１　業務の管理及び統括を行う「業務責任者」を配置すること。
[bookmark: _Hlk226464127]２　過去５年間で、イルミネーションやライトアップ、照明などのデザイン業務の経験と実績を有す
る「イルミネーションデザイン責任者」を配置すること。
３　上記１、２に記載する各配置技術者は、受注者と直接的な雇用関係を有すること。なお、在籍出向者
及び派遣社員は、直接的な雇用関係にあるとみなさない。
４　「業務責任者」及び「イルミネーションデザイン責任者」は、実証実験時に臨場すること。
５　業務を遂行できる設計担当の技術者を配置すること。

第３条　業務実施上の条件
各関係機関との調整の結果、提案内容に修正の必要が生じた場合は、実行委員会と協議を行い、対応方針を決定すること。

第４条　成果品の提出
１　納品媒体はCD-ROM又はDVD-ROMとし、正と副の２部及び簡易製本１部を納品すること。なお、納品媒体に格納された書類データは、紙に印刷（製本）のうえ、納品媒体と併せて納品すること。
（１）イルミネーション設置撤去概要書　　　　２部
（２）実証実験結果報告書　　　　　　　　　　２部
（３）詳細設計成果品（図面含む）　　　　　　２部
（４）打合せ協議簿　　　　　　　　　　　　　２部
（５）官公庁提出書類（占用申請等）　　　　　２部
（６）その他資料　　　　　　　　　　　　　　２部
　　（７）電子データ（納品媒体に格納したもの）  ２部

２　上記に定めのない事項については、必要に応じて実行委員会と協議のうえ、決定する。

第３章　設置撤去工事
第1節　共通
第１条　工事概要
１　設置撤去工事は、詳細設計に基づき、必要な関係機関等と協議や調整を行い実施すること。
また、設置撤去工事のほかに点灯期間中の品質管理として、不点灯や垂れ下がりなどの補修等を行うこと。

　２　工事範囲
御堂筋　（大阪市北区阪神前交差点から中央区難波西口交差点まで）　約４．０km
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　工事内容
次の内容を本工事として実施すること。
（１）LEDストリングス、投光器等を対象とした動作確認試験
（２）樹木の取付け方法の確認試験
（３）各資器材、変圧器盤、開閉箱、サポーターズツリープレート、マイメッセージツリープレートの運搬及び設置、その設置のために必要となる配管、配線等
１）本点灯前の点灯試験
２）点灯期間中の不点灯や垂れ下がり等の補修
３）イルミネーション開催期間終了後の上記（３）に記載の使用機材の撤去（サポーターズツリープレート及びマイメッセージツリープレートを含む。）
４）イルミネーション
本工事で実施するイルミネーションは大きく分けて下記の３つを想定している。
・樹木イルミネーション	  　　　　約630本（予定）　
　※管理者等が取付け不可と判断するもの以外は、樹形に関わらず原則装飾すること。
・サポーターズツリープレート	　　　　約50枚（予定）
※設置箇所・時期については、実行委員会から指示する。
・マイメッセージツリープレート取付け	　約170枚（予定）
※設置の箇所・時期については、実行委員会から指示する。
※サポーターズツリープレート及びマイメッセージプレートについては、撤去終
了後、表面を清拭し、点灯確認をしたうえで、各プレートをエアキャップで梱包
の上、実行委員会が指定する場所に搬入をすること。

　４　使用資器材の点検及び保管
ア　使用機材は、実行委員会の指定する場所に適正に保管すること。
イ　実行委員会が保有する保有資器材（「第６節　機器等仕様」に記載のとおり）について、点灯試験、動作確認、数量確認及び整線を行い、静電防止（静電防止袋封入）のうえ、プラスチックケース等で適正に保管すること。なお、静電防止袋やプラスチックケース等の購入は受注者負担とする。

第２条　関係官公庁等への手続き等
受注者は、工事施工にあたり、関係官公庁及びその他の関係機関への届出等を、受注者の責任と費用負担において、法令、条例又は設計図書に従って、実施しなければならない。ただし、これによることが困難な場合は実行委員会と協議すること。

第３条　施設の保全
既設構造物等に損傷等を与えたときは、速やかに実行委員会に報告すること。また、復旧については、関係者と協議を実施したうえで、受注者の責任で行うこと。

第４条　安全管理
受注者は、工事の安全管理にあたっては、請負必携による他、下記の事項によらなければならない。
１　受注者は、工事の施工にあたり、常に細心の注意を払い、労働安全衛生法等を遵守し公衆及び従業員の安全を図らなければならない。もし、施工中に事故が発生した場合には、直ちに実行委員会に通報するとともに、工事事故報告書を提出しなければならない。
２　工事中は所要の人員を配し、現場内の整理、整頓及び保安に努めなければならない。
３　重要な工作物に近接して工事を施工する場合は、あらかじめ保安上必要な措置、緊急時の応急措置及び、連絡方法等について実行委員会と協議しこれを厳守しなければならない。
４　石油等の危険物を使用する場合には、保管及び取り扱いについて、関係法令の定めるところに従い、万全の方策を講じなければならない。
５　仮設及び特に重量物を扱う足場は堅固な構造としなければならない。
６　工事現場へ工事関係者以外の立入りを禁止する必要がある場合は、実行委員会の承諾を得て、その区域へ適当な柵を設けるとともに、立入禁止の標示をしなければならない。
７　受注者は、豪雨、出水及びその他天災に際しては、天気予報などに注意を払い、常に災害を最小限に食い止めるため防災体制を確立しておかなくてはならない。
８　工事現場の秩序を保つとともに、火災及び盗難等の事故防止に必要な措置を講じなければならない。
９　受注者は、当該工事に関する諸法令を遵守し、工事の円滑な進捗を図るとともに、諸法令の運用は受注者の責任において行わなければならない。

第５条　実施工程表
受注者は、設置工事に着手する前に実施工程表を実行委員会に提出し、承認を得なければならない。

第６条　事前調査
受注者は工事着手に先立ち、現地の状況、関連工事、その他について綿密な調査を行い、十分実状を把握し、必要に応じて道路管理者・交通管理者・タクシー協会等関係機関との協議を行い、工事を施工しなければならない。

第７条　工事の着手
受注者は、工事契約締結後、実行委員会と施工について打合せを行い、現場調査をした上で、工事に着手すること。なお、工事に関する打合せ事項については、打合せ記録簿を作成し、実行委員会に報告すること。

第８条　施工及びその基準
１　仮設物
（１）受注者詰所、工作小屋及び材料置場などの必要な仮設物を設ける場合は、実行委員会の承諾を得なければならない。
（２）火気を使用する場所、引火性材料の貯蔵所などは、建築物及び仮設物から隔離した場所を選定し、関係法規の定めるところに従い、防火構造又は不燃材料などで覆い、消火器を設けなければならない。
（３）工事用足場など設ける場合は、堅ろうかつ安全に設け、常に安全維持に注意しなければならない。
２　近接工事施工業者との協力等
受注者は工事施工にあたって、近接工事施工業者との連絡を密にし、工事の進捗を図るとともに工事境界部分等については、相互に協力し、全体として支障のないものとしなければならない。
３　工程会議及び打合せ会議
受注者は、実行委員会が指示する工程会議や打合せに出席することとする。
（１）関連者間における実施設計・工事についての調整、打合せ
（２）近接工事施工業者間の工事工程、取り合い等の調整、打合せ
（３）点灯試験等の調整、打合せ
（４）保安警備業者との打合せ

第９条　移送
分電盤、LEDストリングス等の実行委員会の資器材は慎重に移送し、内容物に損傷を与えないように取り扱うこと。なお、保管場所（泉南市幡代）からの搬入・搬出の際、構造物等に損傷を与えた場合はすべて、受注者の責任において修復しなければならない。

第10条　障害物件の取扱い
工事中、障害物件の取扱い及び、取り壊しの処置については、実行委員会の指示又は承諾を受けなければならない。

第11条　その他
１　受注者は設計図書に従って施工するものであるが、これらに明示していない事項でも、施工上、技術上当然と認められる箇所は受注者の責任において行なわなければならない。
２　設計図書の一部を変更する場合は、定格性能を遵守する範囲で実行委員会に「仕様変更願」を提出し、実行委員会の承諾を得た後、変更することができる。

第12条　火災保険等
受注者は、工事目的物及び工事材料等を組立保険（火災保険特約付き）に付するものとする。

第13条　完成引渡し及びかし
[bookmark: OLE_LINK1]１　受注者は、設置撤去工事が完了し、完了検査に合格したのち資器材等の引渡しを行うものとする。
２　受注者は、使用した資器材について、設置工事完了後に設計、施工の不備による故障や不具合が生じたと判断される場合、無償で取替、修理しなければならない。また、受注者は、かし担保期間中に行われる定期点検及び府保有資器材の借用・返却については、必要に応じてその点検業務に立会いし、点検業者とともに機能保持に努めなければならない。
保管場所への返却時は全数点灯確認分をリスト化した上、プラボックスに購入年度・品番・色を記入し、静電防止保管としなければならない。また、保管場所内の資機材の配置図を作成し、実行委員会に提出しなければならない。

第14条　工事関係提出書類
契約完了後、受注者は、請負必携に基づき工事関係提出書類を提出する。なお、次に示す書類は、この記載を優先しなければならない。
[bookmark: _Hlk227660429][bookmark: _Hlk227660451]１　施工計画書　---------------１部
①　工事概要　　　　　　②　実施工程表
③　組織表　　　　　　　④　作業員名簿有資格一覧表
⑤　製作及び据付要領　　⑥　施工・品質管理
⑦　緊急時の体制　　　　⑧　交通管理及び輸送要領
⑨　安全管理　　　　　　⑩　仮設計画
⑪　安全対策計画表　　　⑫　産業廃棄物処理計画書
⑬　その他（実行委員会が指示する図書）
２　承諾書　------------------２部
下記の書類及び図面を提出し、承諾・返却を受けた後でなければ、製作及び現場工事施工の着手をしてはならない。
① メーカーリスト（機器等購入部品、材料） ② 据付平面・断面図
③ 配管・配線図　　　　　　　　　　　　　 ④ 単線結線図
⑤ 負荷リスト　　　　　　　　　　　　　　 ⑥ その他（実行委員会が指示する図書）
３　組立保険証（写）	１部
[bookmark: _Hlk227660402]４　労災保険成立証明願（写）	１部
５　建設業退職金共済制度に係る書類（第４節第２条参照）	１部
６　安全対策計画表	１部
７　納品伝票【一覧表】、納品伝票【個別伝票】	１部
８　産業廃棄物処理契約書（写）	１部
９　産業廃棄物処理報告書（写）	１部
10　完成図書（ファイル綴じ及び電子データ）	１部
（１） 完成図（施設全体平面図、機器単体据付平断面図、施工図、配管・配線図等）　
（２） 試験、確認成績表（工場、現場）	
（３） 購入機器・材料メーカーリスト
（４） 納入品リスト
（５） 予備品、付属品リスト
（６） その他実行委員会が要求する図書
11　各官公庁申請書類・協議先提出書類	１部

第15条　不当介入に対する報告・届出等
１　受注者は、契約の履行に当たって、大阪府公共工事等不当介入対応要領の定めるところにより、暴力団員及び暴力団密接関係者等から社会通念上不当な要求又は契約の適正な履行を妨げる行為（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、実行委員会及び管轄警察署への報告を行わなければならない。 
２　報告は、不当介入報告書により、速やかに、実行委員会及び管轄警察署の行政対象暴力対策担当者に行うものとする。ただし、急を要し、当該不当介入報告書を提出できないときは、口頭により報告することができる。この場合は、後日、不当介入報告出書を各々提出するものとする。 
３　受注者は、下請負人等が暴力団員及び暴力団密接関係者等から不当介入を受けた場合は、速やかに報告を行うよう当該下請負人等に指導しなければならない。 
４　報告を怠った場合は、大阪府暴力団排除条例（平成22年大阪府条例第58号）に基づく公表又は入札参加停止を措置することがある。
５　受注者は実行委員会に対して、大阪府暴力団排除条例（平成22年大阪府条例第58号）第11条２項の規定より受注者自身及び下請人等が暴力団員又は暴力団密接関係者でないことを表明した誓約書を提出しなければならない。

第２節　配管・配線
第１条　承諾
受注者は、本工事に伴う配管・配線の製作及び施工仕様について実行委員会の承諾を受けなければならない。受注者は、設計図書に記載なき場合は、請負必携に基づき施工しなければならない。

第２条　外線工事
１　建柱
（１）電線路の高さ、電柱の長さ（地上部の高さ）は道路等の規定に従って選定し、建柱しなければならない。
（２）足場釘は地上1.8ｍ以上とし、等間隔で道路方向に平行に打たなければならない。
（３）支線の地際の防食は、タ－ル塗装又は亜鉛メッキ等で処置しなければならない。
２　架線
（１）地表上の高さは歩道4.5ｍ以上、それ以外は５ｍ以上の高さとし、たるみは所定の通りで各線が一致していなければならない。

第３条　地中埋設時の配線工事
管の接続部は、防水及び地盤沈下、重量物通過等により、段差ができたり、破壊したりしないように考慮しなければない。

第３節　試験・検査
第１条　承諾
受注者は、本工事に伴う試験・検査（確認を含む）の実施について、実行委員会の承諾を受けなければならない。

第２条　点灯試験
１　受注者は点灯試験要領書を作成し、点灯試験を行わなければならない。また、点灯結果は速やかに実行委員会に報告しなければならない。
２　点灯試験の実施にあたっては実行委員会の指示による他、次により行うものとする。
受注者は、実行委員会と協議し点灯実施のために必要な調整を行い、点灯試験の円滑な実施を図るものとする。

第４節　注意事項
第１条　工事実績デ－タ作成、登録
請負必携1－1－5「CORINSへの登録」を参照し、登録しなければならない。

第２条　建設業退職金共済制度
１　受注者は、建設業退職金共済制度に加入するとともに、当該工事現場の見やすい場所に「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識を掲示しなければならない。
２　受注者は、工事請負契約後１ヶ月以内に掛金収納書届を実行委員会に提出しなければならない。
３　受注者は、工事完成時に追加掛金収納書届、証紙受払簿、建退共運営計画書及び同実績報告書などを実行委員会に提出しなければならない。
４　その他、運用、提出書類の様式及び提出時期、電子申請方式の活用その他本条に定めのない事項については、関係法令等を遵守するとともに、実行委員会の指示により対応するものとする。

第３条　工事施工体制の適正化
「大阪府都市整備部機械電気設備工事施工体制の適正化について」を参考に、適正に行うこと。

第４条　施工体制台帳の作成等
「大阪府都市整備部機械電気設備工事施工体制の適正化について」を参考に、適正に作成すること。

第５条　監理技術者等
「大阪府都市整備部機械電気設備工事施工体制の適正化について」を参照し、適正に配置すること。

第６条　現場代理人
「大阪府都市整備部機械電気設備工事施工体制の適正化について」を参照し、適正に配置すること。

第５節　その他
第１条　建設副産物の処分に関する事項
１　受注者は、建設副産物が搬出される工事にあたっては、建設発生土は搬出伝票、産業廃棄物は廃棄物管理票（マニュフェスト）により、適正に処理されているか確認するとともに、実行委員会に提出しなければならない。
２　受注者は、建設副産物適正処理推進要綱（国土交通事務次官通達、平成14年５月30日）、再生資源の利用の促進について（建設大臣官房技術審議官通達、平成３年10月25日）を遵守して、建設副産物の適正な処理及び再生資源の活用を図らなければならない。
３　受注者は、土砂、砕石、又は加熱アスファルト混合物を工事現場に搬入する場合には、再生資源利用計画を所定の様式に基づき作成し、施工計画書に含め実行委員会に提出しなければならない。
４　受注者は、建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥または建設混合廃棄物を工事現場から搬出する場合には、再生資源利用促進計画を所定の様式に基づき作成し、施工計画書に含め実行委員会に提出しなければならない。（これまでの不要なLED機器も含め、本契約期間中に不点灯となったLED機器等も適切に処分すること。）
５　受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、工事完了後速やかに実施状況を記録し実行委員会に提出しなければならない。
６　受注者は、当該工事が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年５月31日法律104号）に規定する対象工事である場合には、所定の様式により書面を作成しなければならない。

第６節　機器等仕様
第１条　保有機器類
　１　受注者は、実行委員会が保有する資機材を使用することができる。
　２　実行委員会が現在保有する資機材は、表１．保有LEDストリングス一覧、表２．その他資機材一覧の通りである。

表１．保有ＬＥＤストリングス一覧
[image: ]




表２．その他資機材一覧
[image: ]

第２条　機器製作又は購入品
１　受注者は機器の購入にあたり、事前にメーカーリスト、カタログ等を実行委員会に提出し、承諾を得ること。LEDストリングス用接続用ケーブルのメーカーリストについて承諾を受けるにあたっては、見本の提出も行うこと。
２　機器仕様書、図面等は実行委員会と十分な協議を行った上で提出し、承諾後製作又は購入すること。
　


第７節　　現地施工
第１条　関係者協議
１　御堂筋沿道ビルの管理会社、タクシー協会及び近接工事施工業者と施工時間や制約条件等に係る協議を行うこと。その際の協議資料は受注者が作成すること。
２　現地施工前に実行委員会の指示に従い、周辺ビル管理者及び近隣住民への工事予告ビラの配布や工事予告看板の設置を行うこと。周辺ビル管理者投函分はリスト化し、提出すること。

第２条　現地施工
現地施工にあたり、下記の点に留意すること。
１　設置期間は、令和８年９月上旬から点灯日の前日まで、撤去期間は点灯終了日から令和９年２月中旬までを見込んでいる。またこの期間以外で設置撤去工事が必要な場合は、実行委員会と協議すること。
２　道路規制を伴う本工事の作業時間は原則次のとおりを想定しているが、警察協議を踏まえて決定するものとする。
　　　　阪神前　　　　　～　梅田新道　　　22：00 ～ 6：00
　　　　梅田新道　　　　～　大江橋北詰　　2：00 ～ 7：00（1：00より交通整理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　         *翌日が平日の休祝日　22：00 ～ 7：00
北浜３　　　　　～　博労町３　　　23：00 ～ 6：00
（緩速道規制と本線一車線規制による緩速道侵入用本線２車線規制時は　24:00～5:00）
　　　　　　　　　　　　　　         *翌日が土日祝の場合　23:00 ～ 7:00
博労町３　　　　～　新橋北　　　　22：00 ～ 6：00
（緩速道規制と本線一車線規制による緩速道侵入用本線２車線規制時は　23:00～5:00）
新橋　　　　　　～　難波　　　　　1：00 ～ 8：00
難波交差点南詰　～　難波西口　　　0：00 ～ 8：00
３　樹木イルミネーション設置撤去時は、緩速車線に高所作業車を配置して作業することとし、やむを得ず高所作業車を歩道に停車して行う場合は、アウトリガーをコンパネ等で十分養生し、歩道を損傷しないようにすること。なお、設置終了後、歩道に起伏や損傷等があった場合は、実行委員会に報告し、管理者との協議後、補修を行うこと。補修にかかる費用は受注者が負担するものとする。
４　高所作業車を配置して緑地帯の樹木を施工する際は、緩速車線の規制に加え、北側の本線１車線も規制して工事を実施すること。その際の施工範囲は東側又は西側の片側のみとする。
５　歩道上の樹木に施工する場合は、緩速車線又は歩道に高所作業車を配置して施工するが、歩道に高所作業車を配置する場合は、緩速車線を規制して歩行者の迂回路を確保することとし、高所作業車の移動時には歩行者の安全を確認するための警備員を配置すること。なお、交通規制範囲と方法については、警察協議により決定するものとする。
６　中央エリアの電源については、緑地帯に設置されている変圧器盤の二次側（100Ｖ）から確保する。また、変圧器一次側については、大阪市分電盤（200Ｖ）から接続する。緑地帯・歩道間の横断については、大阪市の既設配管ルートを使用すること。なお、これらの使用に際しては、別途、関西電力へ電力供給申請を行う必要があり、受注者がその申請を行うものとする。
７　北エリア及び南エリアの電源については、図面目録に別添記載されている大阪市経済戦略局が設置している引込開閉器盤（100Ｖ）から確保すること。緑地帯・歩道間の横断についは、中央エリアと同様である。なお、関西電力への申請は不要である。
８　北エリア及び南エリアの樹木イルミネーションへの電源供給については、原則、電源ボックスを使用し、架空配線とすること。
９　電源が設置されていないブロックは、実行委員会が指定した周辺ビル等から電源を確保すること。なお、電源供給方法は、原則、架空配線とする。
10　マイメッセージツリープレート及びサポーターズツリープレートの取付けについては、実行委員会が指定する樹木に100V用電源コンセントを設けるとともに、地上より1.5ｍの場所に緑化テープを巻いた上に設置すること。また、サポーターズツリープレートについては1.2m、1.5ｍ、1.8ｍの3箇所に緑化テープを巻くこと
11　設置・撤去工事の交通誘導員については、車両及び歩行者の安全には十分に注意したうえで、適切な箇所に配置すること。詳細は警察協議等により定めるものとするが、設置・撤去工事期間中で延べ600人の交通誘導員（交通誘導員Ａ※、交通誘導員Ｂの内訳は、「大阪府内において交通誘導警備業務の検定合格警備員の配置が必要な路線」令和8年4月1日施行 大阪府公安委員会告示（令和7年10月1日第139号）を見込んでいる。なお、この人数は入札参加者の適正・迅速な見積もりの参考とするために積算内容を明示したものであり、契約上拘束するものではない。
※警備事業者又は会社の警備員（警備業法第２条第４項）で交通誘導警備業務（警備員等の検定等に関する規則第１条第４号）に従事する者のうち、交通誘導警備業務に係る１級検定又は２級検定に合格した者を交通誘導員Ａ、それ以外を交通誘導員Ｂという。
11　本工事で使用する高所作業車にかかるオペレータ費、燃料費については本工事費に含まれるものとする。
12　　イルミネーション設置期間中は、実行委員会が別途契約する保安警備からの不点灯、LEDストリングスの垂れ下がりなどの報告を受けた際は、速やかに補修を行うこと。また、実行委員会に補修報告書を提出すること。

第３条　イルミネーション実施画像等の提出
樹木イルミネーション点灯後の実施状況が確認できる写真及び動画、樹木イルミネーション以外の光のスポットの取組みの実施状況が確認できる写真及び動画、及び、サポーターズツリーの全てのメッセージの点灯状態が確認できる写真を、速やかに実行委員会へ提出すること。

第４条　その他
１　本特記仕様書及び図面に記されていない事項についても、技術上又は工事完成上、当然必要と認められるものについては、実行委員会の指示に従い、受注者により施工するものとする。
２　振動、騒音等の関係法令を遵守し、設計、製作、現地施工に反映させること。
３　点灯試験や設置撤去工事を含むイルミネーションの点灯に係る電気については、原則、大阪府内のグリーン電力（太陽光）を使用するものとし、その光熱費は全て本工事費に含むものとする。

第８節  留意事項
第１条　一般留意事項
本工事の実施に当たっては、第１節から第７節に定めるもののほか、以下事項を遵守すること。
１　工事車両の進入、工程等について、関係業者と十分に連絡調整を行い、円滑な工事実施に努めること。
２　施工時に道路や歩道やビル等の構造物が損傷しないよう必要な養生を行うこと。
万一、工事中に損傷させた場合は、速やかに実行委員会に報告の上、管理者等と協議を行い、受注者の負担により完全復旧すること。
３　本特記仕様書及に記載のない事項であっても、本工事の目的、趣旨からみて、技術的に必要な措置は、実行委員会の承諾を得たうえで実施すること。
４　振動、騒音等の関係法令を遵守するとともに、近隣住民への影響を極力低減するよう配慮して施工すること。
５　施工計画書及びその他関係書類については、現場条件等を十分考慮して作成し、実行委員会に提出し、承諾を得ること。
６　工事完了後は、仮設物を撤去し、工事箇所及び周辺の清掃・後片付けを行うこと。
７　現地での施工時期及び施工方法については、実行委員会と十分に協議するとともに、警察、消防及びその他関係機関との調整の上、実施すること。
８　施工計画に変更が生じた場合は、実行委員会及び関係する各所轄機関へ遅滞なく報告すること。
９　施工時に発生した紛争については、受注者の責任において解決まで対応すること。
10　施工に際して施工計画を十分に検討・調整して作成し、工事の遅延を生じさせないこと。

第９節　その他
第１条　特定建設資材の分別解体等・再資源化等の適正な措置
１　本工事は、｢建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律｣（以下「建設リサイクル法」という。）に基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられた工事の場合には適正に処理すること。
２　受注者は、建設リサイクル法第12条に基づき、契約締結を行う前に説明書（別紙説明様式及び再資源化施設が他府県の場合は、知事等の発行する産業廃棄物処理業の許可書の写し添付）の提出及び説明をしなければならない。
３　受注者は、建設リサイクル法第13条に基づく分別解体の方法、解体工事に要する費用、再資源化等をするための施設の名称及び所在地、再資源化等に要する費用（以下「分別解体の方法等」という。）を契約書に記載するために、落札決定後に発注者と協議を行い、契約書作成までに「書面様式３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）の場合」により提出すること。
４　本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、以下の条件を設定している。


（１）分別解体等の方法
	工程ごとの作業内容及び解体方法
	工程
	作業内容
	分別解体等の方法

	
	1 仮設
	仮設工事
□有り  ■無し
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	2 土工
	土工事
□有り  ■無し
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	3 基礎
	基礎工事
□有り  ■無し
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	4 本体構造
	本体構造の工事
□有り  ■無し
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	5 本体付属品
	本体付属品の工事
□有り  ■無し
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	6 その他
(ケーブル埋設に伴う床斫り)
	その他の工事
□有り  ■無し
	■手作業
□手作業・機械作業の併用


（注）分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要はない。
＊受注者は、実行委員会保有器材のうち不点灯や破損・故障等で使用できないもの関しては数量を実行委員会に通知の上、適正に処分すること。
５　工事請負契約書「７　解体工事に要する費用等」については、契約締結時に実行委員会と受注者の間で確認される事項であるため、実行委員会が条件明示した事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。但し、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件により難い場合は、実行委員会と協議するものとする。
６　受注者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、以下の事項を書面に記載し、実行委員会に報告することとする。
・再資源化等が完了した年月日
・再資源化等をした施設の名称及び所在地
・再資源化等に要した費用
・再生資源利用計画書（実施書）及び再生資源利用促進計画書（実施書）
７　受注者は、対象建設工事において、下請契約を締結した場合は、下請受注者へ告げた告知書
の写し（写しは、建設リサイクル法の特定建設資材及び特定建設資材廃棄物を扱う下請受注者分
を対象とする。）を施工計画書に添付して実行委員会に提出しなければならない。

第２条　工事現場における標示施設等の設置
１　周辺住民や道路等の公共施設利用者に対し工事に関する情報をわかりやすく提供するため、工事現場における標示施設、防護施設について請負必携に基づき設置及び管理を行うこと。
２　工事を行う場合は、必要な標識を設置するほか、原則として次に示す事項を表示する表示板を工事区間の起終点に設置するものとする。
なお、標示板の設置にあたっては、（例１）を参考とするものとする。
（１）工事内容
工事の内容、目的等を表示するものとする。
（２）工事期間
交通上支障を与える実際の工事期間のうち、工事終了日、工事時間帯等を表示するものとする。
（３）工事種別
工事種別（イルミネーション設置撤去工事等）を表示するものとする。
（４）請負額
請負代金額を表示するものとする。
（５）施工業者
施工業者（現場代理人名とも）及びその連絡先を表示するものとする。
（６）施工主体
施工主体及びその連絡先を表示するものとする。

３　看板は、請負額等の変更、表示の汚損、はがれ、破損等が起こった場合、すみやかに処置しなければならない。
ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置撤去工事を
実施しています
令和〇年〇月〇日まで
時間帯　21:00～6:00

御堂筋ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ2026設置撤去工事

（例１）









第３条　現場代理人の常駐緩和について
本工事については、現場代理人の常駐義務の緩和措置を適用しない。
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購入年度 品名 記号 球数/本 色 メーカー 備考

LEDストリングス 24W 100ホワイト ｾｲｺｰ 307 ｾｯﾄ

LEDストリングス 24A＊ 20水都1+薄青2 ｾｲｺｰ 387 ｾｯﾄ

LEDストリングス 24I＊ 20ウォームイエロー ｾｲｺｰ 282 ｾｯﾄ

LEDストリングス 27CO＊ 20コーラル ﾓﾃﾞｽﾄ 1057 ｾｯﾄ

LEDストリングス 27A 100水都ブルー ﾓﾃﾞｽﾄ 764 ｾｯﾄ

LEDストリングス 27A＊ 20水都ブルー ﾓﾃﾞｽﾄ 1050 ｾｯﾄ

LEDストリングス 27W＊ 20ホワイト ﾓﾃﾞｽﾄ 600 ｾｯﾄ

LEDストリングス 27W 100ホワイト ﾓﾃﾞｽﾄ 254 ｾｯﾄ

LEDストリングス 28A 100水都ブルー KOYA 280 ｾｯﾄ

LEDストリングス 28SG 100シャンパンゴールド KOYA 97 ｾｯﾄ

LEDストリングス 28P＊ 20パープル KOYA 232 ｾｯﾄ

LEDストリングス 28PH＊ 20ピンクミックス KOYA 651 ｾｯﾄ

LEDストリングス 28SG＊ 20シャンパンゴールド KOYA 46 ｾｯﾄ

H29 LEDストリングス 29M＊ 205色ミックス KOYA 534 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30WD＊ 33ホワイト 電産企画 889 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30I＊ 33ウォームイエロー 電産企画 391 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30SG＊ 33シャンパンゴールド 電産企画 450 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30A＊ 33水都ブルーMIX 電産企画 205 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30M＊ 335色ミックス 電産企画 160 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30Y＊ 33イエローミックス 電産企画 830 ｾｯﾄ

LEDストリングス 30B＊ 33ディープブルー 電産企画 761 ｾｯﾄ

LEDストリングス 01M＊ 205色ミックス KOYA 361 ｾｯﾄ

LEDストリングス 01P＊ 20パープル KOYA 702 ｾｯﾄ

LEDストリングス 01PH＊ 20ピンクミックス KOYA 1303 ｾｯﾄ

LEDストリングス 01SG＊ 20シャンパンゴールド KOYA 293 ｾｯﾄ

LEDストリングス 01A＊ 20水都ブルー KOYA 170 ｾｯﾄ

LEDストリングス 02A＊ 20水都ブルー KOYA 1623 ｾｯﾄ

LEDストリングス 02SC＊ 20シャンパン/キャンドル KOYA 644 ｾｯﾄ

LEDストリングス 02M＊ 205色ミックス KOYA 269 ｾｯﾄ

RGBストリングス 40フロスト KOYA 438 ｾｯﾄ

RGBコード KOYA 556 本

LEDストリングス 03A＊ 20水都ブルー KOYA 727 ｾｯﾄ

LEDストリングス 03SC＊ 20シャンパン/キャンドル KOYA 3472 ｾｯﾄ

LEDストリングス 03P＊ 20パープル KOYA 452 ｾｯﾄ

LEDストリングス 03M＊ 205色ミックス KOYA 43 ｾｯﾄ

LEDストリングス 06A＊ 20水都ブルー KOYA 974 ｾｯﾄ

LEDストリングス 06CW＊ 20 KOYA 982 ｾｯﾄ

LEDストリングス 06SG＊ 20シャンパンゴールド KOYA 1718 ｾｯﾄ

LEDストリングス 06P＊ 20パープル KOYA 909 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07PP＊ 20 KOYA 1472 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07SG＊ 20シャンパンゴールド KOYA 478 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07M＊ 205色ミックス KOYA 1450 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07A＊v2 20水都ブルー KOYA 800 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07SG＊v2 20シャンパンゴールド KOYA 800 ｾｯﾄ

LEDストリングス 07PP＊v2 20 KOYA 500 ｾｯﾄ

パワーコード 電産 103 本

パワーコード KOYA 1556 本

パワーコード モデスト 1020 本

パワーコード セイコー 323 本

R03

R02

R01

R07

R06

H24

H27

2025年度末倉庫保有数

H30

H28


image2.emf
品名 規格または型番等 メーカー 単位 数量 備考

コンセントボックス 2個口 351

3個口 119

4個口 85

5個口 53

6個口 19

7個口 10

ELBブレーカーボックス 2個口 100

ポール 投光器用3.0ｍベース式 基 5

電源引込用3.0ｍベース式 基 6

電源引込用6.0ｍベース式 基 4

カラー制御投光器 PHILIPS（RGB105W） PHILIPS 台 77

RGB制御盤 同上用　大 面 5

RGB制御盤 同上用　中 面 3

RGB制御盤 同上用　小 面 2

白色投光器 LED50W 台 320

RGB照明器具 OVAL36FC オーバル 台 10

ブルー色照明器具

ウシオライティング

台 6

照明器具取付金具 上記取付済み

セット

3

プルボックス 200×200×200 個 74

木箱 灰 個 8

木箱 黒 個 54

木箱 階段用黒 個 4

木箱 白 個 13

木箱 茶 個 12

木箱 中階段 個 6

ゴボスポットライト ＫＯＹＡ 台 50

DMXコントローラー 同上用 ＫＯＹＡ 個 50

調光用制御盤 基盤類組込 面 43
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